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富岡第二地区令和３年秋期地区推進連絡会 

１ 日時 

  令和 3 年 9 月 26 日（日） 16:00～18:20 
 
２ 場所 

  富岡会館 
 
３ 出席者 

 （地域側）自治体等地域団体関係      16 名 
 （支援チーム、その他行政側） 
      区役所        7 名 
      区社会福祉協議会、地域ケアプラザ 3 名 
 
４ 開会のあいさつ（地区連合町内会長） 
    後ほど３期の振返りを踏まえた４期の策定計画の説明がありますが、大き

く変えることはありません。小学生を対象とするラジオ体操の取組を追加し

ました。現在も実施している地域がありますが、その他の地域でも出来る所

から始めてもらえればと思います。 
    皆様本日は、最後までよろしくお願いします。 
 
４ 区役所あいさつ（区長） 

昨年から新型コロナウイルスの影響が続き、なかなか地域の会合にも参加

する機会がありませんでした。富岡第二地区においては、制約を受けている

中でも皆様の前向きな取組で開催していただき、ありがとうございます。 
富岡第二地区では、「こどもは地域の宝」として下校時の見守りを含め、地

域の皆様が関わりを持っていただきありがとうございます。残念ながら５月

の事故がありましたけれど、地域で子どもたちを守られているという事を改

めて感じております。この秋には「とみにウォークラリー大会」を、感染症

対策を工夫して開催すると伺っています。是非、楽しくイベントが開催でき

ればと思っております。 
地域福祉保健計画「金沢ささえあいプラン」の策定を１年延期しており、

素案についてご意見を募集しています。地区別計画策定も固まってきている

と思いますので、皆様で取組むという意思を統一していただければと思いま

す。本日はよろしくお願いいたします。 
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５ 第４期地域福祉保健計画について 

 

第４期金沢区地域福祉保健計画（金沢ささえあいプラン）（素案）について  

（区役所係長） 

   （省略） 
 
  第４期地区別地域福祉保健計画（富岡第二地区）（案）について 

（地区社会福祉協議会事務局長） 

   （省略） 
 
  意見交換（下線部は地区別計画案の修正等意見） 
   ◎健やかな子ども、青少年を育てます。 
    ・子育てサロンについては、富二地区以外でも受け入れて、地域間交流を

活発に行ってほしい。 
    ・子ども会の再組織化は登校班をベースに進めていきたい。子ども会では 

なく、ハイカラな名前を考えてもらいたい。軸足をしっかりと固めたう 
えで進めていきたい。 

    ・夏休みラジオ体操は場所、面倒を見てもらう等課題はあるができる範囲

でお願いしたい。 
    ・新規の取組には分かるように表示をしたらどうか。 
   ◎いろいろな行事を通じて、地域の連携をつくっていきます。 
    ・「家族ぐるみで」参加できる～という表現を「子どもから高齢者まで誰

もが」参加できる～と変更した方が良いのではないか。 
    ・関連する骨子案の柱番号を、項目により追加が必要ではないか。（共通） 
    ・ウォークラリー大会の実施主体の青少年指導員と地区連合町内会の順番

を入れかえた方がいいのではないか。 
   ◎地域で健康づくりを進めます。 

    ・コーラス教室は新規メンバーを募集しないのか。 
    ・「かもめ体操・はまちゃん体操」の DVD の時間が短いので物足りない。   
     せめて、１時間弱ぐらいはお願いしたい。 
     →富岡地域ケアプラザ作成の DVD を保健活動推進委員に渡していただ 

く旨伝えている。 
   ◎顔の見えるまちづくりを進めます。 

    ・認知症を理解するための講座支援で、キャラバンメイトは実際２～３割

程度しか活動していない。他のケアプラザでもロバの会と同様の団体を

作れば活動しやすくなるのではないか。 
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    ・障がい児の「がい」の表記は、市としては「害」だが、地区としてはひ 
     らがなでするようにしました。 
     障がい児の関係行事で当初開始時は対象者が小中学生であったが、対象

者が成人となり、やめることになった経緯もある。 
   ◎地域のさまざまな活動を広く周知します。 

    ・広報誌「みんなの輪」は特につながりを示しています。 
 
６ その他（センター長） 

    コロナの対応策について、地域活動では工夫しながら動かしていく事は大

変なことだと思います。現在の金沢区の状況は先週ぐらいから、４～５人/

日、30～40/週に患者の数となってきています。８～９月にかけてはこの 10

倍ぐらいの数で推移していました。福祉保健課だけでの対応ではなく、区役

所全体で対応してきました。 

    第５波の原因となっているデルタ株、感染力も強かったのですが、ワクチ

ン接種が広がり 60 歳以上の患者も 10％程度で収まっていました。活動が活

発な若い人達に多く、神奈川県では在宅となり家庭内での感染も多かった。 

    緊急事態宣言は今後見直されますが、コロナの中でも予防策を取った制限

された生活は続きます。７、８割は飛沫感染、それ以外は接触感染となって

おり活動していく中でも、飛沫感染の対策をしていただくことになります。 

    コロナについてはガイドラインにより工夫して運用していく事になって

いる。繰り返しながら工夫して進めていくしかない。 

    これから冬に向け第６波が来ると言われていますが非常に見通しが立て

づらく、外での活動は注意が必要です。 

    新型コロナウイルス感染の予防対策は、基本的には手洗い、マスクの着用、

三密を防ぐ、換気をするという対応は大事だという事は変わっていませんの

で、引き続きご協力をお願いします。 

  
７ 閉会のあいさつ（地区連合町内会副会長） 

 ２年前のアンケートで、こんなまちに住みたいという回答で金沢区が１位

になっていました。環境が良いことはもちろんですが、地域が連携して支え

あう姿勢も評価されたと思います。第二地区においても行事を通じて、連携

を大切にして皆さまと支えあうという地域にしていきたいと思います。 
 各委員の皆様全員で計画遂行を進め頑張っていきたいと思います。 
 

～閉会～ 


